
- 3 - 
 

 

「元気創出！どこでもトーク」（第 1～6回）での主な意見 

 

１ 産業活力創造戦略関連 

 

 

 

（港湾、工業用水整備） ・バルク港湾、工業用水等の取組を着実に推進していた 

だきたい。 

（道路整備） ・産品の輸送コスト削減にもつながるので、山陰道萩益 

田間等、道路整備を進めてほしい。 

・慢性的に渋滞が続く大竹岩国道路等、東部の県道改修 

をお願いしたい。 

（中小企業） ・独自技術を持つ中小企業を育成していってほしい。 

・創業支援など中小企業支援に取り組んでいただきたい。 

（６次産業化や地域資源の 

活用） 

・山口のブランドとして地域資源を選択・集中し、国内 

外への売り込みをしっかりと応援してほしい。 

（農林水産業の需要拡大、 

販路開拓） 

・木材の需要拡大のための全国へ情報発信していただき 

たい。 

・やまぐち和牛のブランド力向上や安定供給、増産に取 

り組んでほしい。 

（農林水産業の担い手対策） ・第 1次産業は後を継ぐ人がなかなかいない。女性の力 

の活用も含め、後継者対策をしっかりと行ってほしい。 

・担い手対策として、研修等の体制づくりができないか。 

・新規就農、就漁者に対する立ち上がり、独り立ち支援 

を充実してほしい。 

（県産品の安定供給） ・県産品の安定供給につながるよう、生産基盤の拡充を 

進めていただけないか。 

（観光、情報発信） ・明治維新に関する観光の取組を進めていってほしい。 

・ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」を起爆剤とした観光面の 

取組を支援してほしい。 

・山口県には自然や温泉など、いいものがたくさんある 

と思うが、県の魅力のアピールが足りないのではない 

か。 

・釜山など、国外での観光情報発信が不足しているので 

はないか。 

・山口県は観光地間の距離が遠く、移動に不便を感じる 

ことがある。観光路線バス増便など、県内観光の円滑 

化に取り組むべきではないか。 

・山口県の自然や農業などをもっと見せるような観光ツ 

アーを構築すれば集客につながるのではないか。 

・県内の温泉を活用した外国人観光客の誘致をしてはど 

うか。 

 

＜参考資料＞ 
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２ 地域活力創造戦略関連 

 （交通の利便向上） ・交通機関の利便性向上に取り組んでほしい。 

・駐車場における電気自動車対応ができないか。 

（まちづくり） ・コンパクトなまちづくりへの支援をお願いしたい。 

・地元零細企業では、まだデフレが解消されておらず、 

支援をいただきたい。 

・商店街の空き店舗が増えて寂しく感じる。中心商店街 

の活性化に取り組んでほしい。 

（環境） ・猿、いのしし等の鳥獣被害は農業経営に影響が大きい。 

対策をすすめていただきたい。 

３ 人材活力創造戦略関連 

 （子育て支援） ・時短制度の利用促進など、県が率先して取り組んでい 

ただきたい。 

（教育） ・学習しやすい環境の整備を進めてほしい。 

・保護者と子に対し、食育活動を進めていくべきではな 

いか。 

・子どもへの消費者教育も必要ではないか。 

（女性の活躍） ・女性の人材育成を推進していただきたい。 

・県が率先して女性登用を促進してほしい。 

・結婚等で退職した女性の資格取得等、再チャレンジの 

支援に取り組んでいただきたい。 

（雇用） ・若者の働き場を創出してほしい。 

（高齢者の社会参加） ・仕事のノウハウや人脈を有した中高年を活用していく 

べきではないか。 

・シニア女性の活用について、雇用を含めた対策に取り 

組んでほしい。 

４ 安心・安全確保戦略関連 

 （防災） ・女性の視点を大事にした防災組織づくりができないか。 

（交通安全・防犯） ・自転車の安全利用を促進していただきたい。 

・道路だけでなく、歩道など交通環境を整備してほしい。 

・安心安全な生活環境の整備を進めてほしい。 

・防犯団体の活動を支援していただきたい。 

（高齢者の安心・安全） ・高齢者の自動車運転や、高齢者を対象とした詐欺等に

対する配慮が必要ではないか。 

・地域包括ケアシステムなど、福祉と連携した防犯関係 

機関のネットワーク構築に取り組むべきではないか。 

５ 行財政基盤強化戦略関連 

 （県財政） ・県の財政健全化を推進していただきたい。 

６ その他 

（ビジョン関係） ・民間意見を取入れたビジョン策定に取り組んでいただ 

きたい。 
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